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平成１９年６月８日 

 生物多様性国家戦略関係省庁 御中 

                    中央環境審議会生物多様性国家戦略小委員会 

                         委員長 熊谷 洋一 

 

 第１回小委員会（各省庁ヒアリング）では、お忙しいところ、各省庁の生物多様性に関す

る考え方や施策についてご説明いただき、有難うございました。 

 さて、ヒアリングの最後に申し上げたとおり、ヒアリングを踏まえた追加質問事項を下記

のとおり提示いたしますので、６月２０日までに事務局宛回答を提出いただきますようお願

いします。なお、提出いただいた回答は、小委員会の場で報告するとともに、公表資料とさ

せていただきます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

追加質問事項 

○環境省 

・ 研究者等が地球温暖化の影響を示す情報を持っていると思うが、日本において生物群集や

生物の生活史がどれくらい変化したのかという情報について資料を示してください。 
・ サンゴ礁の保全が地球温暖化対策に寄与するのかどうか示してください。 
・ 手入れ不足の森林の管理、極相の自然林の保全などが温暖化対策の観点からみた場合どの

ように評価されるか示してください。 
 
○農林水産省 

・ 農業用水として取水した水を田畑に直接利用する以外にも、用排水路の工法のあり方によ

ってその周辺の生物多様性を高めることができることに対して、経済評価することができ

れば、農業が環境を通じて有する経済効果を加えることができ、結果として農業の振興や

環境改善につなげることができるのではないか。農林水産省の見解を示してください。 
 

○文部科学省            

・ 生物や自然に関する内容が、実際の教科書のなかで、どれくらい入っているのか具体的に

示してください。 

・ 身近な自然は地域ごとに異なるものであるが、それが実際の学校教育の中でどのように取

り込まれているのか示して下さい。 
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○環境省

研究者等が地球温暖化の影響を示す情報を持
っていると思うが、日本において生物群集や生
物の生活史がどれくらい変化したのかという情
報について資料を示してください。

地球温暖化による生物への影響についてはさまざ
まな情報がありますが、その影響が地球温暖化のみ
によって引き起こされているか判断が難しいものも
多い状況と考えています。
地球温暖化による生物への影響が現れているもの

としては、例えば別紙のような事例があると考えて
いますが、今後ともこうした情報の収集に努めてい
く所存です。

資料１

第１回小委員会（関係省庁ヒアリング）追加質問に対する回答
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温暖化が生物に与える影響事例 

１．両生類の繁殖タイミングへの影響（東京） 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・トウキョウサンショウウオとモリアオガエルで繁殖開始時期の早期化を確認。 

・トウキョウサンショウウオでは 10 年で 50 日、モリアオガエルでは 10 年で 30 日の早期化。 

・両種の繁殖期直前の月の平均気温は長期的な温暖化傾向にあり、繁殖開始時期と月平均

には関係が認められた。 

 

出典： 

草野保，井上雅文 （2006） 気候温暖化と両生類の繁殖のタイミング：東京都多摩地区における両生類個体群の

一例．爬虫両棲類学会報 2006(1):8-14

■　モリアオガエル
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図３（右図）．新潟市におけるコムクドリの Clutch 
size（一腹卵数）の経年変化（1975年～2000年の 21
年間）。（Koike and Higuchi, 2002）。 

２．コムクドリ（Sturnus philippensis）の平均初卵日の経年変化(新潟県) 
 
・ 新潟市におけるコムクドリ繁殖生態の調

査（1978～1998 年）の結果、産卵時期
の早期化（0.73 日/年）が指摘（図１）
（Koike and Higuchi, 2002）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 新潟市及び、渡りのルートである沖縄県那覇市で気温上昇が観測（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 一腹卵数についても平均して 1.2 個増加。
繁殖を早く始めた時期ほど卵数が多い傾

向（図３）（Koike and Higuchi, 2002）。 
 
 
 
 
 
 
 
出典： 
Koike,S. and Higuchi, H. 2002. Long-term trend in the 
egg-laying data and clutch size of Red-cheeked Starlings Sturnus philippensis Ibis. 144: 150-152

図１（右図）． 新潟市におけるコムクドリの平均初

卵日の経年変化。平均初卵日とは毎年の各繁殖例の産

卵開始日に基づく平均。4月 1日を 1とした日数で示
してある（Koike and Higuchi, 2002）。 

図２．那覇市、新潟市の平均気温の経年変化（気象庁資料）。 
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３．ソメイヨシノの開花日と 3月平均気温 
 
・ 1970年代以降の温暖化につれて開花日が 4月初めから 3月中旬へと早まっている傾向
（増田, 2003）。 

・ 3月の平均気温が 1℃上昇すると開花日が 3.6日早まると推定（増田, 2003）。 

京都におけるソメイヨシノの開花日と 3月平均気温の経年変化及び将来予測(増田, 2003) 
 
出典： 
増田啓子. 2003．生物季節への影響. 遺伝別冊 17号 101-108. 
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４．ホッキョクグマの絶滅危機 

 

・ 氷が解け始める日にちが1975年から徐々に早く
なる傾向（図１）（Stirling et al. 1999）。 

・ ホッキョクグマの雄・雌ともに健康状態が悪化

（体表面積あたりの体重が減少）し、出産数も

減少（図２ハドソン湾の長期調査（1981年～1998
年）の結果）（Stirling et al. 1999）。 

 

 

 

 

・ 原因は、ホッキョクグマが冬眠から覚めてから解氷までの期間の栄養蓄積が、解氷

の早期化により不十分となっている可能性が指摘（Stirling et al. 1999）。 

・ 過去 20年で北極圏の海の結氷範囲は年に 3-5%の割合で減少（Gloersen and Cambell, 
1991; Johannessen et al., 1995; Maslanik et., 1996; Bjorgo et al., 1997）。このまま地球温
暖化が進むとホッキョクグマの絶滅が危惧される。 

 
出典： 
Stirling I, Lunn NJ, Iacozza J. 1999. Long-term trends in the population ecology of polar bears in western Hudson 

Bay in relation to climatic change. Arctic 52:294–306 
Gloersen, P., and Campbell, W.J. 1991. Recent variations in Arctic and Antarctic sea-ice covers. Nature 352:33–36. 
Johannessen, O.M., Miles, M.W., and BJØRGO, E. 1995. The Arctic’s shrinking sea ice. Nature 376:126–127. 
Maslanik, J.A., Serreze, M.C., and Barry, R.G. 1996. Recent decreases in Arctic summer ice cover and linkages to 

atmospheric circulation anomalies. Geophysical Research Letters 23(13):1677–1680. 
Bjorgo, E., Johannessen, O.M., and Miles, M.W. 1997. Analysis of merged SMMR-SSMI time series of Arctic and 

Antarctic sea ice parameters 1978–1995. Geophysical Research Letters 24:413–416. 

図１ 1975~1998年の氷の解け始める日の推移 
Stirling et al.(1999)より改変 

出産率 

オス健康状態 

メス健康状態 

図２．81～97年までのホッキョクグマ（雄・雌）の健康状態と出産率の経年変化 
Stirling et al.(1999)より改変 
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Hoegh-Guldbuerg, 1999より改変 

矢印はエルニーニョ現象が観測され

た時期 
中
〜
強
レ
ベ
ル
の
白
化
現
象
が 

見
ら
れ
た
海
域
の
数 

５．サンゴの白化現象 

 

・ 1976年以降海面の表面水温は既
に平均で0.1～0.2℃上昇
（Hoegh-Guldbuerg, 1999; IPCC, 
2001b）。 

・ サンゴの白化はエルニーニョ現

象による影響が大（右図）。1900
年代初めからエルニーニョ現象

の頻度が増加、重大化し、この傾

向は今後も続く予測（IPCC, 
2001）。 

・ 頻発するエルニーニョ現象の原因

として地球温暖化の影響の可能性が指摘。 

（Hoegh-Guldbuerg, 1999, 2005b; Wilkinson, 2000）。 

・ 海水温の上昇により2040年までにほとんどのサンゴ礁海域が消失するという推定もあ
る（UNEP, 2006）。 
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※平年値は 1971～2000年の 30年平均値（気象庁資料） 
 
出典： 
Hoegh-Guldberg O. 1999. Climate change, coral bleaching and the future of the world’s coral reefs. Mar. Freshw. 

Res. 50:839–66 
Hoegh-Guldberg O. 2005. Marine ecosystems and climate change. See Lovejoy & Hannah 2005, pp. 256–71 
IPCC (Intergovernmental Panel Climate Change). 2001. Climate Change 2001: The Science of Climate Change, 

Contribution ofWorking Group I to the Intergovernmental Panel on Climate Change Third Assessment Report, 
ed. JT Houghton, Y Ding, DJ Griggs, M Noguer, PJ van der Linden, X Dai, K Maskell, CA Johnson. 
Cambridge, UK: Cambridge Univ. Press 

UNEP. 2006.  Millennium Ecosystem Assessment: Marine and Coastal ecosystem and human well-being.  
Wilkinson CR, ed. 2000. Global Coral Reef Monitoring Network: Status of Coral Reefs of the World in 2000. 

Townsville, Qld: Aust. Inst. Mar. Sci. 
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資料１

○環境省

サンゴ礁の保全が地球温暖化対策に寄与する
のかどうか示してください。

サンゴ礁が二酸化炭素を吸収しているか、排出し
、 、ているかについては 次のように両方の側面があり

その収支により決定されます。

・共生藻類の光合成により、二酸化炭素を吸収。
・石灰化及び呼吸により、二酸化炭素を排出。

光合成と石灰化の化学式は次のとおり
CO2 H2O CH2O O2光合成 ＋ → ＋
Ca2+ 2HCO3 CaCO3 CO2 H2O石灰化 ＋ -→ ＋ ＋

これらのどちらが卓越するかは、サンゴ礁の地域
（ ） 。環境条件 によって異なる結論が出されています
全般的にはサンゴ礁は、どちらかというと（微量な
がら）二酸化炭素の排出源となっているという考え
方が強いようです。

いずれにしても、光合成を行う共生藻類の活動を
維持するため、健全な海洋環境を保全することが重
要と考えています。
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資料１

○環境省・農林水産省

手入れ不足の森林の管理、極相の自然林の保
全は、地球温暖化対策の観点からみた場合どの
ように評価されるか示してください。

１．森林は、その成長の過程で、二酸化炭素を吸収
し、炭素として貯蔵することから、地球温暖化の
防止を図る上で重要な役割を果たしています。
また、森林が伐採された後も、木材・木材製品

の中に貯蔵され続けることとなるほか、最終的に
焼却等により二酸化炭素を放出しても、それは元
来大気中から吸収したものであることから、新た
な二酸化炭素を発生させないという性質を有して
おり、エネルギー源として利用されることにより
化石燃料の使用量を抑制する効果も期待されま
す。
このため、森林の保全・整備と、生産される木

材利用のサイクルを確立していくことは、地球温
暖化防止の取組として大きな意義を有するもので
す。

２．また、京都議定書上の削減目標達成のため算入
可能な我が国の森林については、

①育成林については 「森林を適切な状態に保つ、
ために１９９０年以降に行われる森林施業（更
新（地拵え、地表かきおこし、植栽等 、保育）
（下刈、除伐等 、間伐、主伐 」が行われて） ）
いる森林

②天然生林については 「法令等に基づく伐採・、
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転用規制等の保護・保全措置」が講じられてい
る森林

と定義しているところであり、森林吸収量の確保
のためには、育成林については、間伐等の森林整
備を推進するとともに、天然生林については、保
安林や国立・国定公園（第２種特別地域以上）の
指定を通じて保護・保全措置がとられている天然
生林の確保を図ることが重要となります。

３．以上のことから、手入れ不足の森林に対し、適
切な施業を行うことや、極相の自然林を法令等に
基づき保護・保全することは、地球温暖化防止に
貢献するとともに、森林吸収量の目標達成にも貢
献するものと考えられます。

資料１
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京都議定書における森林経営による森林吸収源対策について

全森林（2500万ha）

育成林（1160万ha） 天然生林（1350万ha）

法令に基づく
保護・保全措置
［有り］(590万ｈａ）

「森林経営」対象

森林を適切な状態に保つために、
1990年以降に行われる森林施
業が行われている森林を特定
（1160万ｈａ）

法令に基づく
保護・保全措置
［無し］（760万ｈａ）

「森林経営」対象 「森林経営」非対象

［出典］森林吸収源10ヶ年対策

森林経営の対象となる森林

１．育成林
①育成単層林

育成林・天然生林の定義

森林を構成する樹木の一定のまとまりを一度に全部伐採し、人為により単一の樹冠層を構成
する森林として成立させ維持する施業（育成単層林施業）が行われている森林。

②育成複層林

２．天然生林

森林を構成する林木を択伐等により部分的に伐採し、人為により複数の樹冠層を構成する森
林（施業の過程で一時的に単層となる森林を含む。）として成立させ維持していく施業（育成複
層林施業）が行われている森林。

主として天然力を活用することにより成立させ維持する施業（天然生林施業）が行われている
森林。この施業には、国土の保全、自然環境の保全、種の保存のための禁伐等を含む。

「森林経営」対象となる法令に基づく保護・保全措置は、保安林のほか、国立公園及び国定公園の特別保護
地区・第１種特別地域・第２種特別地域、自然環境保全地域を含める方向で調整中。
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○農林水産省

農業用水として取水した水を田畑に直接利用
する以外にも、用排水路の工法のあり方によっ
てその周辺の生物多様性を高めることができる
ことに対して、経済評価することができれば、
農業が環境を通じて有する経済効果を加えるこ
とができ、結果として農業の振興や環境改善に
つなげることができるのではないか。農林水産
省の見解を示してください。

１．農地や農業用施設周辺における生物多様性につ
いて、その経済的な評価を行うことができれば、
農業が生物多様性に果たす役割を分かりやすく提
示することが可能となり、農業振興や地域の環境
改善のきっかけとなりうるものと考えられます。

２．しかしながら、生物多様性のもたらす財やサー
ビスを把握し、生物多様性を経済的に評価する具

、 。体的な方法は 確立されていない現状にあります

３．農林水産業は生物多様性と密接な関係にあり、
その果たす役割は重要です。農林水産業の生物多
様性にもたらす効果を把握し、評価することがで
きるよう、その手法の確立に向け、関連する情報
を収集するなど知見を深めてまいりたいと考えて
おります。

資料１
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○文部科学省

生物や自然に関する内容が、実際の教科書の
なかで、どれくらい入っているのか具体的に示
してください。

教科書における生物や自然に関する記述の量につ
いては、例えば、
・小学校第５学年の理科の教科書では、生物の発
生と誕生などに関する記述が約５９ページ（全
体のページ数の４４．３％）

・中学校理科（第二分野）の教科書では、自然環
境の保全などに関する記述が約１３７ページ
（全体のページ数の４７．８％）

・高等学校理科総合Ｂの教科書では、生物多様性
の保全などに関する記述が約８２ページ（全体
のページ数の５３．４％）

となっています。

資料１
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資料１

○文部科学省

身近な自然は地域ごとに異なるものである
が、それが実際の学校教育の中でどのように取
り込まれているのか示して下さい。

標記の学校教育の中に取り込まれている例につい
て、下記①～③の取組のとおり回答します （取組。
の具体的内容は、添付資料のとおり）

①「自ら学び、たくましく生きる子どもの育成」
和歌山県古座川町立高池小学校

②「わくわくサバイバル～自然の中でたくましく
生活しよう」
北海道浜中町立散布中学校

「 」③ 自然とのふれあいを通して生きる力の育成を
大阪府大東市立大東中学校
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